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丹
後
械
業
の
生
産
構
建

第
五
+
一
巻

九
=
一
八

第
六
腕

ブロ
凹

丹

後

機

業

長う

生

産

構
:lJ:-.. 
1己

堀

江

英

lま

し

が

き

絹
織
物
機
業
の
生
産
構
浩
は
問
陣
機
業
・
関
東
機
業
主
典
型
と
す
る
先
染
l
練
絹
織
物
機
業
と
丹
後
機
業
・
北
陣
機
業
・

E
大
紡

続
製
粉
資
本
食
品
目
機
業
を
典
型
と
す
る
後
染
H

生
絹
織
物
機
業
R
K
分
類
さ
れ
る
。
本
稿
は
後
染
H

生
綿
織
物
機
業
。
特
殊
形
態
と

し
τ

D
丹
後
機
業
の
生
産
構
造
を
我
園
経
済
の
基
礎
規
定
の
特
殊
的
貫
徹
と
し
て
把
握
し
、
そ
白
生
産
構
造
の
う
ち
に
倒
き
つ
L
あ

る
資
本
の
具
慌
的
形
態
の
分
析
に
到
建
ず
る
こ
と
を
意
岡
し
て
ゐ
る
。

技

中背

臨

系

我
閥
絞
済
む
基
礎
規
定
は
そ
れ
に
規
定
さ
れ
つ
L
も
的
ほ
各
産
業
部
門

r於
で
具
る
特
質
を
も
っ
技
術
開
系
を
媒
介
と
し
て
各
産

業
部
門
の
生
産
構
遣
を
規
定
す
る
。
我
悶
仕
手

き
合
理
的
に
把
撮
ヨ
れ
う
る
。
可
後
機
業
に
於
け
る
か
t
A

る
意
味
の
技
術
慌
系
の
特
質
が
明
ら
か
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
目
。

丹
後
機
業
に
於
け
る
貸
持
働
者
は
厳
密
な
形
態
の
賃
弊
働
者
会
「
事
責
上
白
賃
労
働
者
」
と
の
巾
問
形
態
に
風
し
、
あ
る
程
度
ま
で



農
業
崎
労
働
か
ら
分
化
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
向
ほ
農
繁
期
に
は
自
己
の
父
兄
の
耕
地
で
働
〈
が
如
き
形
態
を
も
っ
て
ゐ
る
。
「
機
業
の
隆
替

と
農
業
(
農
家
刷
業
を
指
す
害
者
)
の
そ
れ
」
と
の
完
全
た
「
反
比
例
」
闘
俄
・
陸
側
弁
働
者
の
入

O
%
が
阿
近
農
家
か
ら
泊
勤
す
る
如

・
二
割
が
家
事
の
都
合
で
快
勤
す
る
如
苦
不
規
則
性
は
丹
後
機
業
に
於
け
る
賃
持
働
者
の
か
t
h

る
形

定
め
る
が
給
料
に
闘
し
て
は
何
等
定
め
る
所
が
在
川
L
期
間
慌
・
放
互
に

雪
地
方
性
・
雇
傭
持
働
者
の
一

態
の
表
現
で
あ
る
。
「
股
術
契
約
に
は
強
め
腫
備
期
間
は
・

峨
工
移
動
を
制
限
す
る
た
め
の
腕
工
経
録
制
民
は
賃
持
働
者
の
か
ミ
る
形
態
の
首
然
の
師
結
で
あ
る
。

か
i

当
る
低
い
持
働
僚
件
を
も
っ
賃
明
一
働
者
の
形
態
に
依
按
7
る
丹
後
機
業
は
よ
り
高
い
搾
働
依
件
を
も
っ
般
物
在
形
態
の
貸
付
W
働

者
に
依
探
せ
ざ
る
を
得
た
い

E
大
紡
縮
製
総
資
本
品
祝
日
世
機
業
の
技
術
閥
系
よ
り
も
遥
か
に
低
い
技
術
閥
系
主
持
つ
で
ゐ
る
。
第
一
表

は
丹
後
機
業
に
於
け
る
技
術
悼
系
(
指
標
「
設
備
様
式
」
)
、
そ
の
直
接
的
表
現
た
る
技
術
水
準
(
指
標
|
『
一
従
業
員
の
運
韓
ず
る
平
均
設
備

数
L
)
h
E

よ
ぴ
県
へ
ら
れ
た
技
術
水
準
を
合
迎
的
に
展
附
し
う
る
技
術
的
組
正
規
模
を
決
定
す
る
各
生
産
工
程
の
設
備
数
・
従
業
員
数

の
比
例
閥
係
(
例
一
以
「
甲
工
場
」
「
乙
工
場
」
)
を
一
不
ナ
。

E
大
紡
績
製
称
賛
本
綾
替
機
業
に
使
附
さ
れ
る
ス
ラ
ツ
シ
ヤ
1
糊
付
機
・
合
撚
機
L
」
併
用
さ
れ
た
洋
式
撚
柿
肺
機
・
一
従
業
員
が
平

均
四
丘
蓋
と
き
に
は
二
一
蚕
を
運
押
し
う
る
ル

1
千
製
絹
力
織
機
あ
る
ひ
は
と
れ
を
模
倣
し
た
我
閥
最
高
級
の
議
製
絹
力
織
機
に

謝
す
る
丹
後
機
業
に
使
用
さ
れ
る
一
本
糊
付
機
・
八

T
撚
車
・
一
従
業
員
が
平
均
二
基
を
逗
柚
押
し
う
る
津
間
米
式
絹
力
織
機
を
典
型

と
す
る
金
津
桁
力
級
機
の
割
問
…
は
丹
後
機
業
に
於
け
る
技
術
閥
系
の
特
質
及
ぴ
そ
の
技
術
水
準
に
闘
す
る
明
確
友
指
棋
た
り
う
針
。

丹
後
機
業
に
於
け
る
技
術
関
系
の
か
L
る
特
質
は
技
術
的
適
正
規
模
の
下
限
を
低
下
せ
し
め
る
。
織
機
数
=
一
五
蚕
従
業
員
数
ニ
六

人
(
外
に
雑
役
夫
=
人
)
を
も
勺
甲
工
場
で
は
技
術
水
準
の
低
い
織
機
(
一
従
業
員
常
習
平
均
二
誌
に
封
L

一
・
凹
盛
)
を
別
と
す
る
も
、
向

丹
後
機
業
白
生
産
構
誼

第
五
十
一
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ら
作
成
。
「
一
従
業
員
の
担
抽
押
す
る
平
均
設
惰
教
」
は
甲
・
乙
画
工
場
に
於
げ
る
設
現
段
を
そ
の
従
業
員
設
を
以
て
除
し
た
も
の
を
西
陣
織
物
工
業
組

合
山
崎
氏
白
推
算
及
び
筆
者
自
見
聞
に
よ
り
悟
立
し
た
も
り
。
「
甲
工
場
」
『
乙
工
場
」
は
中
郡
串
山
町
四
二
工
場
か
ら
採
用
し
た
。

ほ
綜
繰
機
・
八
丁
撚
車
が
著
し
〈
不
足
し
て
ゐ
る
が
、
と
れ
ら
の
設
備
単
位
及
び
一
律
業
員
の
遁
押
し
う
る
設
備
に
一
定
の
最
小
限

界
が
あ
る
限
り
、
他
の
生
産
工
程
の
設
備
・
従
業
員
数
主
増
加
す
る
色
と
友
ぐ
し
て
紘
線
機
・
八
丁
撚
車
及
が
そ
れ
を
濯
轄
す
る
従

業
員
を
増
加
し
得
な
い
だ
ら
う
し
、
ま
た
下
品
目
巻
工
程
と
撚
料
開
工
程
の
分
認
を
完
成
せ
し
む
る
た
め
忙
も
そ
の
規
模
を
摘
大
せ
ね
ば

在
ち
ね
。
従
っ
て
技
術
的
泊
五
規
模
の
下
限
は
甲
工
場
よ
り
か
た
り
大
雪
社
規
模
で
あ
る
と
と
は
想
像
に
雑
〈
な
い
。

か
く
し
て
豆
大
紡
績
製
紙
資
本
我
山
首
機
業
は
高
い
労
働
比
四
件
を
も
っ
巌
密
た
形
態
の
貨
勢
働
者
に
依
嫁
せ
ぎ
る
を
得
友
い
た
め
に

高
い
技
術
山
田
府
系
を
も
ち
、
か
i
h

る
高
い
技
術
館
系
を
合
域
的
に
利
用
す
る
た
め
に
は
そ
の
遁
巨
規
模
の
下
限
は
比
較
的
丈
き
〈
た
ら

心
ぽ
友
ら
た
い
が
、
丹
後
機
業
は
農
業
持
働
か
ら
い
ま
だ
完
全
に
分
化
し
て
ゐ
友
い
低
い
弊
働
保
件
を
も
っ
賃
日
労
働
者
を
利
用
す
る

た
め
に
低
い
投
術
閥
系
を
も
ち
、
従
っ
て
そ
り
遁
正
規
模
の
下
限
は
比
政
的
小
さ
い
。
然
じ
そ
れ
は
丹
後
機
業
の
現
賓
の
規
模
別
工

揚
構
成
が
一
不
す
多
数
の
工
場
よ
り
遥
か
に
大
き
い
と
想
像
さ
れ
る
。

規
模
別
工
場
構
成

技
術
的
遁
正
規
模
は
上
述
の
如
〈
興
へ
ら
れ
た
技
術
閥
系
の
も
つ
技
術
水
準
を
合
理
的
に
展
開
し
う
る
大
を
さ
の
工
場
規
模
で
あ

る
か
ら
、
従
業
員
の
佐
賀
が
工
場
規
模
恒
臨
じ
臭
り
、
ま
た
そ
の
生
産
物
の
性
質
が
輿
へ
ら
れ
た
技
術
水
準
の
合
理
的
展
調
を
制
約

す
る
に
際
じ
、
現
貨
の
規
総
別
工
揚
構
成
は
技
術
的
遁
止
規
模
と
は
臭
っ
た
形
態
を
示
す
。

丹
後
梯
業
の
生
産
構
造

第
五
十
一
巻

九
p-"] 

第
六
競

アU

-b 



丹
後
機
業
白
生
産
構
誼

第
五
十
一
巻

九
四

第
六
蹴

九
八、

丹
後
機
業
に
於
け
る
現
貨
の
規
模
別
土
揚
糊
成
は
第
一
一
去
の
示
す
如
〈
A
規
模
・

B
規
模
工
揚
(
一
|
二
九
人
)
が
工
揚
数
の
九
二
了

三
%
、
織
機
数
の
七
一
-
五
%
、

D
規
模
・

E
規
模
工
揚
(
E
C
|
一
九
九
人
)
が
工
場
教
の
二
・
二
%
織
機
教
の
一
四
・
二
%
を
占
む

る
扶
態
を
一
不
し
、
技
術
的
適
正
規
模
か
ら
遠
い
零
細
工
揚
が
座
倒
的
比
重

E
一
不
し
比
政
的
有
利
友
規
模
で
あ
U
M

と
と
を
詮
明
し
て
ゐ

る
。
そ
こ
で
現
賞
。
規
模
別
工
場
構
成
主
し
て
技
術
的
越
正
規
模
か
ら
骨
引
離
せ
し
む
る
前
週
の
二
僚
件
が
吟
味
さ
れ
ね
ば
な
ら
由
。

第

』

ー
表

規

模

ZIj 

工

場

構

成

市型

三
世
主
日
出
切
盟
主
…
H
山

工
場
前
吋
司
円
割
問
三
弓
弓
手
江
副
三
日
Z
H紅

白帯当弘ヰ一山川町可百一日一一斗

組、備
寺
本
表
口
丹
後
縮
細
工
業
組
合
目
蒐
集
し
た
昭
和
一
三
年
十
一
一
月
三
十
一
日
現
十
代
白
「
四
勢
制
査
慕
」
か
ら
筆
者
が
作
成
し
た
。
休
業
者
・
休
業
織

樹
は
陪
か
れ
て
ゐ
る
。

第
二
表
の
一
不
す
如
〈
A
規
模
工
揚
で
は
家
放
従
業
員
が
従
業
員
数
の
半
以
上
主
占
め
、

R
規
模
工
揚
で
も
家
族
従
業
員
は
そ
の
一

O
%
を
占
め
て
ゐ
る
が
、

D
規
模
・

E
規
模
工
揚
℃
は
家
族
従
業
員
は
殆
ん
ど
全
く
そ
の
跡
を
断
つ
で
ゐ
る
。

A
規
模
・

B
規
模
工



援
に
於
け
る
お
族
従
業
員
の
か
i

込
る
北
京
は
同
時
に
そ
こ
に
雇
傭
さ
れ
て
ゐ
る
賃
持
働
者
を
つ
よ
〈
家
父
長
的
関
係
の
も
と
に
置
〈

と
と
を
意
味
す
る
口
前
述
し
た
雇
傭
契
約
に
於
け
る
習
慣
・
職
工
費
録
制
度
は
雇
傭
必
働
者
に
制
す
5
1後
父
長
的
側
係
の
強
制
的
維

村
の
た
め
に
役
立
つ
。
か
く
し
て
家
族
従
業
員
及
び
そ
れ
を
巾
核
と
し
て
結
集
さ
れ
.
た
家
父
長
的
闘
係
心
も
と
に
あ
る
庭
術
数
働
者

の
低
い
労
働
保
件
は
零
細
工
場
に
於
け
る
輿
へ
ら
れ
た
技
術
水
準
の
合
別
的
展
開
の
困
難
か
ら
来
る
不
利
を
償
ひ
、
高
い
弊
働
依
件

を
も
っ
鳳
情
勢
働
者
の
み
に
依
協
す
る
大
工
場
に
於
け
る
興
へ
ら
れ
た
技
術
水
却
の
合
理
的
展
開
に
刻
し
て
零
細
工
揚
を
針
抗
せ
し

(
註
一
)

め
う
る
。

(
詰
一
)
犬
エ
場
に
封
す
る
零
細
工
場
の
か
ど
め
武
器
は
製
品
の
輯
一
化
が
謹
む
に
つ
れ
そ
の
教
力
を
械
ず
否
。
比
較
的
製
品
規
格
の
統
一
さ
れ
た
無

地
縮
緬
を
生
摩
し
て
ゐ
る
長
潰
機
業
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
工
場
規
模
内
工
場
致
・
純
機
放
に
封
ず
る
自
分
半
は
零
細
工
場
(
一
!
こ
O
蚕
)
が
七
五
・

五
声
、
コ
0
・
五
声
、
大
工
場
(
五
一
葦
以
上
)
が
一
六
・
こ
が
、
八
六
・
C
M
F

で
あ
る
(
昭
和
十
五
年
b
月
現
在
・
憤
縮
制
工
業
組
合
主
帳
に
よ

る)。

と
と
ろ
で
高
い
持
働
僚
件
を
も
っ
雇
傭
持
働
者
の
み
に
依
捗
す
る
大
工
揚
が
零
細
ア
一
揚
忙
劉
抗
す
る
武
器
で
あ
る
奥
へ
ら
れ
た
投

術
水
準
の
合
理
的
展
開
は
丹
後
機
業
で
は
著
し
く
制
約
さ
れ
る
。
昭
和
一

0
年
度
に
於
け
る
丹
後
機
業
の
生
産
品
目
教
は
二

O
O飴

種
忙
及
び
、
昭
和
一
三
年
度
に
生
産
さ
れ
た
木
製
縮
緬
債
額
(
純
情
額
の
九
四
ぎ
の
う
ち
紋
縮
綱
は
六
九
%
を
し
め
無
地
縮
緬
は
三
一

劣
を
し
め
る
に
す
ぎ
友
い
。
従
っ
て
昭
和
一
三
年
に
七
三
、
五
七
七
、
二
四
九
闘
に
遣
し
た
丹
後
機
業
の
か
在
り
魔
大
友
生
産
数
量

は
そ
れ
ん
¥
性
質
主
具
に
し
た
・
比
較
的
少
量
の
製
品
の
多
稜
多
様
た
集
積
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
か
な
り
医
大
友
生
産
数
量
も
奥
へ

ら
れ
た
技
術
水
準
を
合
理
的
に
展
開
せ
し
め
る
契
機
と
た
ら
設
い
。
事
賃
上
大
工
場
は
比
較
的
多
量
に
需
要
さ
れ
る
規
格
の
統
一
し

た
製
品
を
生
産
す
る
と
と
に
よ
り
、
そ
の
投
術
水
準
の
合
型
的
展
開
h
q
一
企
闘
し
て
ゐ
る
が
、
丹
後
機
業
で
は
そ
の
飴
地
は
組
め
て
少

丹
後
機
業
白
生
産
構
造

此
神
大
観

第
五
十
一
巻

九
プむ

九
四
三

丹後縮刷工業組合編、丹後縮稲作業讃本(昭和H 年)、脚註5-6買。
丹後縮細工業組合、丹後縮縞白現勢(昭和'3年)、1:5-18頁より算出す。
前掲書、 18頁。
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丹
後
機
業
白
生
虚
構
泣

第
五
+
一
番

第
六
競

O 
O 

九
四
四

な
い
。か

く
し
て
大
工
揚
は
そ
れ
が
も
ワ
奥
へ
ら
れ
た
技
術
水
準
。
合
理
的
展
開
在
る
有
利
性
を
高
い
持
働
僚
件
及
び
丹
後
縮
緬
の
多
様

性
友
る
依
件
に
制
約
さ
れ
て
そ
の
存
在
根
協
を
喪
失
し
、
興
へ
ら
れ
た
技
術
水
準
の
合
理
的
展
附
の
困
難
を
低
い
弊
働
保
件
と
丹
後

縮
緬
の
多
様
性
に
到
す
る
遁
膝
性
に
よ
り
楠
ム
零
細
工
場
が
経
済
的
越
正
規
模
と
し
て
去
は
れ
る
。
然
し
丹
後
機
業
に
於
け
る
終
消

的
適
正
規
模
と
し
て
の
零
細
工
場
が
興
へ
ら
れ
た
技
術
水
準
の
合
迎
的
展
開
を
瞳
牲
と
し
て
、
車
ら
家
族
従
業
員
及
び
そ
白
も
と
に

家
父
長
的
閥
係
に
世
か
れ
た
鴎
傭
持
働
者
の
低
い
労
働
傑
件
と
流
行
等
に
よ
り
最
も
多
く
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
製
口
刊
の
多
様
性
に
針

す
る
遡
際
性
を
存
在
根
擦
と
す
る
こ
と
を
銘
記
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

四

機

態

業

形

上
述
し
た
如
〈
丹
後
機
業
ぜ
は
零
細
-
ム
相
習
が
大
工
揚
よ
り
経
済
的
に
有
利
で
あ
る
が
、
出
札
い
第
働
傑
件
と
危
険
に
き
ち
さ
れ
た
多

様
性
へ
の
溜
般
に
よ
り
得
ら
れ
た
零
細
i
相
切
り
徐
剰
部
分
は
と
れ
ら
の
零
細
工
場
を
従
属
せ
し
め
る
問
屋
資
本
に
吸
牧
さ
れ
、
資
本

は
犬
工
揚
の
存
在
根
協
が
存
在
し
な
い
た
め
専
ら
零
細
工
場
E
従
属
せ
し
め

E
れ
か
ら
徐
利
部
分
E
岐
牧
ず
る
問
屋
資
本
の
形
態
を

と
る
。
そ
と
で
機
業
家
白
か
t
A

る
問
屋
資
本
に
川
訓
ず
る
従
扇
形
態
換
言
す
れ
ぽ
機
業
家
の
徐
刺
部
分
の
問
屋
資
本
に
上
る
吸
収
機
構

， 
、

た
る
機
業
形
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
ね
。プ

山

タ

ヤ

ク

ジ

ヤ

ウ

パ

タ

テ

バ

ワ

パ

タ

的

従
来
丹
後
機
業
に
於
け
る
機
業
形
態
と
し
て
歩
機
・
約
定
機
・
手
張
機
白
三
形
態
が
あ
げ
ら
れ
た
。

義
一
定
。
手
間
賃
を
以
て
問
屋
の
た
め
に
己
の
支
給
し
北
原
付
加
を
生
縮
緬
に
ま
で
加
工
す
る
機
業
家
で
あ
り
、
精
練
は
問

東京税務監督局、前嶋書、 33-4頁。 日本銀行京都文官、丹後に於ける縞柄機
業(大正4'刷、 4-5頁。木下準之i幼民、前掲論文182-4頁至急服。
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日

一

貫

扱

陸

一

手

張

梯

分

布

割

合

櫛

一

常

該

現

模

割

合

一
工
場
金
暁
に
謝
す
る

歩

一

貫

教

一

手

張

機

分

布

合

一

泊

該

規

模

き

一

工

場

金

慌

に

封

ず

る

そ

第

表

槽

業

?主主

態

JJJ主画面D 

~~ 規
穴ニ
0/ ・
/0ー

人
間
・
ロ

vp回

口・八百

?
D
V
F
 

工

場

一元一二主主一二一一

一一一一三一一

構場
J
一
八
二一λ・八

三三・九
一、九
D
h

呈・
E

主一一・一
場

一J
一回九

一ニ・
A

凡{〕・八
三一一・一回・回

プU. 
成

B 

規

コ:

場

ヨニ

場

機L機張手1

下
旬
孔

宥ム手

張

機

分

布

引

川

該

規

模

工

場

に

封

ず

る

貨手

張

機

分

布

常

該

規

模

工

場

に

加

』

ず

る

害日害l宮3

合 骨 吸

工織

機

数

工

規
Z
A
・回

-回九・回

備
考
木
表
は
丹
後
縮
細
工
業
組
合
白
蒐
集
し
た
昭
和
二
一
一
年
十
三
月
=
-
十
一
日
現
有
の
「
現
勢
訓
査
票
」
か
ら
作
成
し
た
。
休
業
者
・
休
業
訓
刷
機
教
は

除
か
れ
て
ゐ
る
。

本
衰
の
「
手
張
欄
」
の
う
ち
に
は
闘
義
の
手
張
槽
た
る
小
貰
槽
業
家
(
六
一
工
場
一
六
=
一
議
)
所
記
手
張
槽
(
八
八
工
場
て
九
一
九
韮
)
同
居
直
替
工
場

(
一
七
工
場
六
七

O
益
)
の
ほ
か
に
約
定
槽
が
合
ま
れ
て
ゐ
る
。
従
ワ
て
約
定
械
は
本
表
白
「
手
張
槽
」
か
ら
照
義
白
手
強
機
を
除
去
し
た
も
の
で
あ

る
。
本
表
白
「
手
張
機
一
・
4
少
槽
に
は
同
日
町
に
従
崩
ず
る
も
白
白
外
に
所
甜
掛
噛
た
る
榔
業
家
に
従
属
す
る
約
定
機
・
昔
械
を
A
H
む
が
、
掛
拙
聞
は
位
少
に

す
ぎ
な
い
か
島
、
特
別
白
取
扱
を
し
な
か
づ
た
。

歩機

丹
後
梯
業
白
生
産
格
謹

1;ff 1;IJ 

合数

害l

合

体
五
十
一
巻

九
四
五

官事

競

O 



丹
後
機
業
の
生
産
構
謹

第
一
丸
十
一
巻

九
回
大

官事
アて
銃

。

屋
の
負
捨
で
行
は
れ
、
紋
紙
は
問
屋
か
ら
支
給
さ
れ
る
。
従
っ
て
生
産
種
類
・
数
量
は
問
屋
が
決
定
し
、
原
総
・
締
印
刷
の
債
格
縫
動
か

ち
来
る
損
従
は
問
屋
が
負
捻
す
る
。
歩
機
は
本
質
上
賃
織
で
あ
る
。
第
二
表
に
従
へ
ば
歩
機
は
金
工
抑
制
教
の
五
八
・
四
%
、
全
織
機

数
の
四
九
・
四
%
を
し
め
る
が
、
モ
の
分
布
は
A
規
模
工
揚
に
最
も
多
く
E
規
模
・

C
規
模
工
場
と
れ
に
つ
ぎ
、

「
営
該
規
模
エ
揚

杢
胞
に
封
ず
る
割
合
」
は
A
規
模
工
揚
で
過
半
数
、

B
規
模
・

C
規
技
工
揚
で
約
半
数
を
し
め
、

D
規
模
・

E
規
模
工
場
で
激
減
す

る
。
向
ほ
D
況
模
工
場
に
屈
す
る
阿
歩
機
工
場
は
恐
ら
く
他
人
名
義
で
経
侍
さ
れ
た
問
屋
直
替
工
揚
で
あ
ら
う
。
歩
機
は
A
規
模
・

B
規
模
・

C
規
模
殊
K
A
規
模
工
揚
の
問
屋
に
封
す
る
従
扇
形
態
で
あ
る
。

約
定
機
は
従
来
「
原
料
機
械
等
皆
自
己
の
資
金
で
購
入
し
共
の
製
品
は
侍
統
的
に
一
定
の
問
屋
陀
の
み
版
資
す
る
契

約
を
有
す
る
」
「
共
存
共
柴
L
闘
係
に
あ
る
機
業
家
で
あ
る
と
考
へ
ら
わ
町
、
工
業
組
合
は
こ
れ
を
後
漉
す
る
手
張
機
に
解
消
し
て
ゐ

@
約
定
機

る
。
然
し
約
定
機
は
歩
機
に
於
け
る
問
屋
の
原
総
支
給
が
問
屋
の
機
業
家
に
劉
ず
る
原
付
加
代
債
の
貸
付
と
し
て
表
現
さ
れ
、
問
屋
へ

の
縮
緬
納
入
が
そ
の
返
済
と
し
て
表
現
さ
れ
、
用
者
の
差
舗
が
機
業
中
哉
の
千
間
貨
と
し
て
支
梯
は
れ
る
形
態
で
あ
り
、
従
っ
て
そ
れ

(
註
二
)

は
資
質
閥
係
の
形
式
を
と
っ
た
歩
機
で
あ
り
、
本
質
上
貨
織
で
あ
る
。
た
ピ
そ
れ
が
買
買
闘
係
在
る
形
式
を
と
る
結
某
、
支
給
さ
れ

た
原
村
制
を
も
つ
で
製
給
さ
れ
た
精
細
を
納
入

F
る
義
務
な
雪
己
と
・
精
捕
腕
紋
紙
が
機
業
家
の
負
捨
に
た
る
こ
と
・
歩
機
の
場
合
手
間

貨
に
含
ま
れ
た
原
総
代
債
の
利
子
が
分
離
さ
れ
る
と
と
等
の
附
随
的
友
会
く
形
式
的
友
新
で
歩
機
か
ら
恒
則
さ
れ
る
に
す
ぎ
た
い
。

第
三
表
の
一
つ
手
技
機
L

か
ら
問
屋
直
皆
工
揚
・
二
人
以
上
の
問
屋
を
主
要
取
引
先
と
す
る
千
張
機
・
小
費
機
業
家
を
除
去
し
た
残
徐
た

る
工
場
数
=
一
八
一
級
機
数
回
、
四
三
五
が
約
定
機
に
腐
し
、
そ
れ
は
全
工
場
放
の
二
八
・
八
形
、
全
織
機
故
の
三
一

(
註
=
一
)

り、

A
規
模

B
規
模
・

C
規
模
殊
に

B
規
模
工
揚
が
己
れ
に
属
す
る
。

-
一
%
に
あ
た

木下準之助氏、前掲論文、 483・484頁。9) 



一
丹
後
に
於
け
る
縮
制
機
業
し
は
歩
鞭
在
約
定
槽
を
問
視
L
、
「
其
ノ
俳
給
ス
ル
原
料
ハ
時
伺
以
上
ノ
伺
格
ヲ
以
チ
賢
枝

ν
製
品
モ
ホ
時
情
況

。

上
一
一
買
取
ル
形
式
ヲ
探
ル
ヲ
普
遇
ト
ナ
セ
ル
カ
是
レ
槽
業
家
ヵ
製
品
ヲ
他
ノ
仲
買
(
問
屋
揮
者
)
一
一
宮
却
ス
ル
ヲ
防
グ
怨
ナ
リ
ト
謂
フ
」
と
越
ペ
て

ゐ
る
。
然
し
こ
の
責
買
な
る
形
式
は
記
帳
形
式
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
忘
れ
で
は
な
ら
ぬ
。
え
れ
は
と
に
か
く
と
し
て
こ
白
銀
畠
は
拘
定
槽
白
木
質
を

よ
〈
把
へ
て
ゐ
る
。

(
註
三
)
工
業
組
骨
職
員
は
約
定
機
・
手
張
機
の
長
ゴ
場
敷
町
う
ち
に
占
む
る
割
合
を
そ
れ
ぞ
れ
ニ
O
昇
、
一
一
一
C
M
N
と
推
測
し
、

一
O
屈
し
乙
推
測
し
て
ゐ
る
。
と
れ
を
栴
定
し
う
る
資
料
ほ
金
〈
献
如
し
て
ゐ
る
。

{註一一}

一
業
者
は
=
一

ou日

ご
o
d
p
、
木
下
氏
は
阿
0
4
'
、

手
張
機
に
は
性
質
を
同
時
に
す
る
小
寅
機
業
家
・
所
関
手
張
機
・
問
屋
直
惜
工
揚
の
三
形
態
が
あ
る
。
(
イ
)
小
頁
機
業

家
は
手
織
機
時
代
の
遺
物
で
あ
り
、
問
屋
の
日
営
利
封
象
と
在
り
得
ぬ
農
家
刷
業
的
機
業
家
で
あ
り
、
工
揚
数
六
一
織
機
数
一
六
三
で

佃
手
張
機

あ
り
、
従
っ
て
小
貫
機
業
一
家
は
無
同
さ
れ
う
る
。
(
ロ
)
所
詞
手
張
機
は
限
付
制
賊
入
・
製
品
販
貰
に
つ
き
問
屋
に
制
約
さ
れ
十
、
生
産

種
類
・
数
量
を
白
主
的
に
決
定
し
、
原
総
・
縮
嗣
の
債
特
務
動
か
ら
生
や
る
損
徒
を
白
ら
負
捨
し
、
精
練
紋
紙
を
も
向
ら
負
拾
す
る
機

業
家
で
あ
る
。

二
人
以
上
の
問
屋
を
主
要
取
引
先
と
す
る
械
設
家
主
と
の
部
類
の
椋
識
左
寸
れ
ば
、

そ
れ
は
工
場
数
八
八
織
機
数

一
、
丸
一
九
す
た
は
ち
全
工
揚
数
の
六
・
六
%
、
金
総
機
激
の
一
コ
一
・
四
劣
を
し
め
、

B
規
模
・

C
規
枝
・

D
規
模
殊
に

C
規
模
仁

揚
が
己
れ
に
開
局
す
る
。
(
ハ
)
問
犀
直
情
工
場

問
屋
資
本
の
工
揚
粂
潜
は
昭
和
七
・
入
年
頃
に
始
ま
り
、
現
在
か
t
A

る
直
談
工
揚
を

も
つ
問
屋
数
一

て
工
揚
敬
一
七
、
織
機
数
六
七

O
、
す
友
は
ち
金
工
場
数
の

%
、
全
織
機
教
の
四
・
七
%
に
す
ぎ
や
、
専

ら
D
規
模

-
E
規
模
工
揚
が
と
れ
に
属
す
る
。

か
〈
し
て
丹
後
機
業
に
於
て
は
問
屋
直
潜
工
場
が
金
工
場
教
の
一

(
註
四
)

の
も
正
に
あ
る
貨
約
(
約
定
機
・
歩
概
)
が
金
工
揚
教
の
八
七
・
二
%
、
杢
織
機
数
の
八

0
・
九
%
を
し
め
、

は
全
工
場
数
の
六
・
六
%
、
金
総
機
教
の
二
ニ
・
四
%
を
し
む
る
に
寸
ぎ
な
い
。

-
二
%
、
全
級
機
数
の
四
・
七
劣
を
し
め
、
問
屋
の
直
接
支
配

問
屋
か
ら
自
由
な
卓
張
機

丹
後
機
業
白
半
産
構
誼

第
五
十
一
巻

九
四
七

第
六
韓

O 
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丹
後
機
業
白
生
産
構
造

静
六
擁

第
五
十
一
巻

九
四
人

O 
四

(
註
凹

「
企
業
料
管
ノ
任
一
一
宮
ル
者
ハ
寧
ロ
仲
買
(
問
屋
筆
者
)

a

U

テ
機
業
家
ノ
大
多
数
ハ
努
働
者
ナ
リ
ト
一
再
ア
モ
不
可
ナ
キ
朕
態

a
在
リ
。
サ

ョ」
は
よ
〈
質
織
の
本
質
を
喝
破
し
て
ゐ
る
。

レ
バ
機
業
家
ガ
企
業
利
潤
ヲ
要
求
ス
ル
ハ
無
理
ナ
ル
ペ
ク

第

回

表

問

屋

白

機

業

家

支

配

白

構

成

タタク
タ タ 締棉

骨

一 一 一一
一五 000  

-00  
O 義主O主義O 重量装憂

音十 PJ.且l花l 苦十 且TJ.以
上上上 上 上 上

会 夫先 =b，i完
よ三 = 7< 数屋間

問

屋敷
F司

|王 l 六 一一ヨ
屋

工 在

'" 
|五| コ ニ凡

場数 皆

工

ヨき匂 宅 室一 一量 金ニ | 機敷織 3是
| 宅 |

コ二

ー王占 口= 三 場
>1'， 

国

ニ一一一五. 豆. Sロ・L 占ー -
A. 敷

定
官k

国

六口、大、
一一六 円九世 七口口 九回 計吉一 四見 棉 槽

五 数

工

'* 三=左占手 回回. 
石回 ェ主 場

歪六
三-日L 三正. ヨ王 王 百え叉 数

織

問主国、
主主里

グ六ド四h ー2、
λd 見一 壬五 | 数機 欄

立:

完
皇室一 宜z三六-一口六- 一 場 合

= きプ可 王宮 教"" ""ー

級

定

一一、一、 八、
三言四、 二宍六、 二美角、 掛

宅士
青「

"" 主生

情
寺
本
表
は
丹
後
縮
細
工
業
組
合
白
蒐
集
し
た
昭
和
一
三
年
十
二
周
三
十
一
日
現
在
の
「
現
勢
調
査
票
」
か
ら
作
成
し
た
。
約
定
機
は
前
述
本
文
白
方

法
よ
り
算
出
し
た
。
二
朝
白
問
屋
に
従
属
す
る
工
場
は

0
・
五
宛
に
分
ち
ニ
軒
目
同
座
に
従
属
す
る
工
場
数
に
計
上
し
た
。
約
定
棋
の
約
定
機
・
歩

欄
相
よ
び
歩
槽
白
約
定
機
・
歩
機
等
々
は
そ
れ
ん
¥
約
定
機
・

9
機
ー
と
し
て
計
算
し
、
手
張
構
内
約
定
機
β
概
華
々
は
除
外
さ
れ
て
ゐ
る
。
従
っ
て

木
表
は
前
表
と
一
致
し
な
い
。
前
旺
「
問
屋
直
替
工
場
」
は
多
〈
他
人
名
義
で
髄
掛
さ
れ
て
ゐ
あ
た
品
、
こ
れ
を
正
確
に
知
る
こ
と
仕
不
可
能
で
あ
る
。

本
衰
は
工
業
組
合
職
員
の
談
話
を
も
参
考
と
し
、
能
山
限

nJ
正
確
を
期
し
た
が
、
何
ほ
か
な
り
の
附
居
直
普
工
場
が
漏
れ
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
。

上
述
し
た
如
く
丹
後
機
業
に
於
け
る
問
屋
資
本
の
支
配
は
懸
倒
的
で

b
る
が
、
し
か
も
問
屋
資
本
の
支
配
は
か
た
り
集
中
さ
れ
て

ゐ
る
o

第
四
衰
の
示
す
如
〈
問
屋
直
器
工
場
及
び
貸
織
を
併
せ
織
機
三

O
O蛋
骨
支
配
す
る
問
屋
六
軒
で
以
て
問
屋
資
本
の
支
配
下

日本銀行京都文応、前掲書、 22頁。>2) 



に
あ
る
直
営
工
揚
の
織
機
数
の
四
二
・
五
%
、
賃
織
織
機
設
の
一
一
一

以
て
直
侍
工
場
の
線
機
放
の
六
五
・
九
%
、
賃
織
級
機
教
の
問

0
・
五
%
を
し
め
、

九
%
を
し
め
、
二

O
O墓
以
上
を
支
配
す
る
間
長
一
六
府
で

一
O
O蓋
以
上
主
支
配
す
る
問
屋
三
九
軒
で
以

て
直
倍
工
揚
の
織
機
数
の
入
五
・
五
%
、
賃
級
織
機
敢
の
六
九
・
七
%
を
し
め
て
ゐ
る
。

し
か
も
丹
後
機
業
に
於
け
る
か
L
る
有
力
在
問
屋
は
我
岡
最
大
の
内
地
向
絹
織
物
市
揚
た
る
京
抑
制
に
本
脂
或
は
支
屈
を
も
ち
、
京

都
生
絹
給
制
卸
商
業
組
合
に
加
入
す
る
所
謂
自
生
地
問
屋
で
あ
る
。
従
っ
て
丹
後
機
業
の
過
半
数
が
芭
管
工
場
及
び
賃
織
の
形
態
で

か
i
A

る
少
数
の
白
生
地
問
屋
に
支
配
さ
れ
る
の
み
な
ら
や
、
直
僻
工
場
及
び
賃
織
の
形
態
で
蒐
集
さ
れ
た
群
少
の
地
方
的
問
屋
及
び

(
註
五
)

所
謂
手
張
機
の
縮
緬
も
か
i
h

る
少
数
の
同
ヒ
日
生
地
問
屋
に
蒐
集
さ
れ
る
。
従
っ
て
丹
後
機
業
に
於
け
る
か
L
る
少
数
の
問
屋
資
本

の
支
配
h
M
は
上
誠
一
し
た
直
皆
工
揚
及
び
賃
織
を
支
配
す
る
割
合
土
り
遥
か
に
大
き
い
の
で
あ
る
。

(
註
五
)
こ
れ
V

ら
の
自
生
地
問
毘
は
丹
後
摘
業
白
み
な
ら
ず
、
炭
〈
A
J
国
か
ら
京
都
巾
場
に
集
る
生
絹
織
物
を
取
扱
ふ
有
力
点
目
問
屋
で
あ
る
G

何
ほ
紡

続
紺
耕
縮
刷
の
隆
盛
を
樋
地
た
大
E
初
年
に
ナ
で
に
品
、

A

る
自
主
地
問
屋
の
覇
権
は
確
立
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
て
、
前
時
肢
に
五
軒
町
自
生
地
問

肢
が
丹
後
械
業
に
泊
先
さ
れ
る
幼
結
絹
綿
の
晴
ん

rす
べ
て
を
叫
給
し
、
う
ち
凹
軒
は
京
都
児
於
け
る
最
も
有
力
な
縮
柄
問
屈
で
あ
っ
た
。
爾
後
の

琵
民
は
丹
後
拙
開
業
を
し
て
原
料
・
縮
刺
市
場
か
ら
孤
立
せ
し
む
る
こ
と
か
ら
川
群
小
問
屋
を
排
除
し
て
そ
り
直
接
賃
齢
化
へ
の
並
居
で
ら
っ
た
。
後

遺
ナ
る
如
く
李
修
品
禁
止
令
そ
の
仙
の
統
制
方
策
は
そ
白
方
向
「
白
拍
車
'
と
な
る
で
あ
ら
う
。

か
く
し
て
丹
後
機
業
に
於
て
座
倒
的
比
重
を
し
め
る
零
細
工
揚
は
、
原
料
が
高
債
か
つ
債
格
費
動
の
激
し
い
生
稀
で
あ
り
ま
た
危

険

ω
多
い
紋
縮
緬
の
如
苦
多
様
性
を
も
っ
縮
緬
で
あ
る
た
め
、
そ
の
小
資
本
(
割
論
そ
れ
は
正
首
な
意
味
で
は
資
本
と
丑
ひ
え
な
い
で
あ
ら
う
)

を
以
て
そ
の
損
益
を
負
携
し
得
A
Y
‘
問
屋
資
本
忙
依
存
ぜ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
問
屋
資
本
は
こ
れ
ら
の
零
細
工
揚
を
質
織
形
態
に
編
成
す

る
と
と
に
主
り
、
原
Mm
・
紛
緬
の
債
格
轡
動
か
ち
生
宇
る
損
盆
を
負
捨
す
る
と
と
も
に
零
細
工
場
を
し
て
皐

ι手
間
賃
取
得
者
た
ち
し

." 、

丹
後
機
業
白
生
産
棒
詮

第
五
十
一
巻

第
六
披

O 
五

九
四
九

日本銀行京都支底、前掲書、 12-13頁。13) 



丹
後
機
業
白
生
産
構
謹

備
五
十
一
審

九
主

O

第
六
韓

O 
六

め
る
。
し
か
も
極
め
て
少
数
の
白
生
地
問
犀
が
直
接
に
直
骨
工
揚
及
ぴ
賃
織
の
過
半
数
を
支
配
し
、
地
方
的
群
小
問
屋
及
び
所
謂
千

(
性
六
)

張
機
の
縮
緬
を
も
蒐
集
し
て
ゐ
る
。

(
註
六
)
問
屋
は

1

法
定
製
造
人
」
な
る
誼
前
白
名
郡
を
以
て
、
丹
後
縮
細
工
業
組
合
に
加
入
し
で
ゐ
る
。
工
業
組
合
に
加
入
す
る
「
法
定
製
法
人
」
白
外

に
丹
後
に
唐
舗
を
有
せ
ず
、
従
っ
て
工
業
組
合
に
加
入
し
て
ゐ
伝
い
問
屋
が
か
な
り
存
布
ず
る
。

五

む

ーす

ぴ

丹
後
機
業
。
生
産
叫
刑
法
は
所
謂
問
屋
制
工
業

(
F
E肉
3
2
2
)
に
局
す
る
。

然
し
問
屋
制
工
業
は
従
来
屡
々
考
へ
ら
れ
た
如
く
商

業
資
本

ω零
細
生
産
者
に
封
ず
る
外
的
感
拍
一
を
意
味
す
る
も
の
で
は
在
く
、
零
細
生
産
者
を
し
て
草
な
る
手
間
賃
取
得
者
と
し
て
編

制
す
る
己
と
に
土
り
そ
の
徐
刺
部
分
を
吸
牧
せ
ん
と
す
る
資
本
の
特
殊
た
叫
常
利
組
織
で
あ
り
、
特
殊
な
資
本
運
動
の
形
態
で
あ
る
。

従
っ
て
そ
れ
は
商
業
資
本
と
濁
立
の
零
細
生
産
者
と
の
針
立
闘
係
で
は
な
く
、
特
殊
た
資
本
運
動
の
形
態
内
部
に
於
け
る
資
本
と
手

間
賃
取
得
者
と
の
内
部
的
針
立
閥
係
を
意
味
す
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
こ
そ
始
め
て
問
屋
制
工
業
は
特
殊
な
生
産
構
造
と
し
で
措

定
さ
れ
、
問
屋
資
本
は
特
殊
友
生
産
構
遣
の
基
軸
と
し
て
考
察
芦
れ
う
る
。
ゾ
ム
パ
凡
ト
が
問
屋
制
工
業
を
「
分
散
的
大
粧
替
」

2
2

b
o
W
E
E
-
E
E
o

。EEヴ
Z
5
5
と
よ
ん
だ
の
は
そ
の
己
と
を
明
確
に
す
る
た
め
で
あ
ら
う
。

丹
後
機
業
に
於
け
る
労
働
者
は
低
い
努
働
僚
件
の
も
と
忙
働
ぐ
と
と
る
の
・
老
年
幼
少
年
主
婦
の
不
完
全
友
労
働
力
を
も
動
員
し

(
註
七
)

た
家
族
労
働
者
及
び
そ
の
も
と
に
家
父
長
的
閥
係
に
世
か
れ
た
農
業
弗
働
か
ら
完
全
に
分
化
さ
れ
て
ゐ
な
い
賃
持
働
者
で
あ
る
が
、

か
お
る
形
態
の
持
働
者
の
持
働
僚
件
は
丹
後
紛
純
白
多
様
性
と
相
候
つ
て
そ
れ
に
規
定
さ
れ
た
低
い
技
術
惜
系
を
合
理
的
に
展
開
し

得
な
い
程
の
零
細
規
模
工
場
を
経
済
的
油
正
規
模
た
ら
し
め
る
。
従
っ
て
丹
後
機
業
に
於
て
は
資
本
は
産
業
資
本
た
る
土
り
も
問
屋

資
本
と
し
て
か
t
h

る
零
削
工
場
の
徐
刺
部
分
を
吸
収
す
る
方
が
土
り
多
〈
白
利
潤
を
獲
得
し
う
る
。
こ

L
に
丹
後
機
業
の
生
産
構
造

た
る
問
屋
制
工
業
の
必
然
的
左
従
っ
て
合
理
的
在
来
礎
が
存
在
す
る
。



(
註
七
)
第
一
一
一
表
に
よ
れ
ば
B
規
模
工
場
干
b
R
規
模
工
場
へ
と
分
業
が
民
闘
す
る
に
従
P
、
一
級
機
常
習
従
業
閏
敬
は
噌
大
す
る
が
、

A
規
模
工
場

に
世
け
る
一
椛
柵
市

m
従
業
員
数
は
B
規
模
工
場
?
ぞ
れ
よ
り
大
き
い
。
A
地
模
工
場
総
ピ
て
家
族
勢
働
者
が
不
完
全
な
努
働
力
を
多
分
に
合
む
と

と
が
こ
L

に
表
現
さ
れ
て
ゐ
る
。

丹
後
機
業
に
於
け
る
資
本
の
か
与
る
性
柊
告
よ
び
そ
の
合
理
的
基
礎
の
把
握
は
機
業
金
融
・
機
業
統
制
・
工
業
組
合
の
性
格
況
定

の
前
提
で
あ
る
。
銀
行
及
び
工
業
組
合
に
よ
る
金
融
が
専
ら
問
屋
へ
の
金
融
で
あ
り
、
そ
れ
は
問
屋
資
本
の
機
業
家
支
配
を
維
持
蹟

張
す
る
機
能
を
県
し
、
問
尾
資
本
に
吸
牧
さ
れ
た
機
業
家
の
徐
利
部
分
か
ら
利
子
を
支
排
は
れ
る
。
零
細
機
業
家
が
い
づ
れ
か
の
問

屋
資
本
に
依
存
し
モ
の
賃
織
と
た
ら
な
け
れ
ば
生
産
を
縦
縞
し
え
た
い
以
上
、
機
業
統
制
は
生
産
の
賓
質
的
指
導
者
た
る
問
屋
資
本

の
組
織
化
あ
る
ひ
は
そ
の
強
化
に
よ
る
ほ
か
な
い
で
あ
ら
う
。
奪
修
ロ
日
禁
止
令
後
の
各
地
機
業
の
組
織
化
の
方
向
が
こ
の
こ
と
を
明

(
註
凡
)

示
し
て
ゐ
る
。
工
業
組
合
の
性
格
の
表
現
と
し
て
の
そ
の
政
策
た
と
へ
ぽ
会
融
・
休
機
・
峨

1
卦
録
制
度
は
翁
局
に
於
て
問
屋
資
本

の
立
場
か
ら
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

(
註
入
)
丹
後
機
業
に
於
け
る
脂
綿
配
給
統
制
は
、
歩
機
の
場
合
に
は
問
犀
に
、
約
定
機
の
場
骨
に
は
機
業
訊
に
、
費
続
に
賂
じ
て
割
首
て
る
と
一
式
ふ

方
法
に
よ
っ
た
。
然
し
約
定
機
の
場
合
に
機
業
家
に
原
綿
が
割
岱
て
ら
れ
で
も
、
そ
れ
は
常
に
そ
れ
が
従
属
す
る
問
屋
を
祖
ず
る
自
で
あ
っ
て
、
我

々
は
こ
の
形
式
に
迷
さ
れ
で
は
な
ら
な
い
。
安
修
品
禁
止
令
後
に
於
け
る
機
業
再
編
成
は
従
業
の
機
業
者
と
そ
わ
を
支
配
す
る
問
犀
が
有
限
骨
吐
の

形
成
に
土
り
禿
本
合
同
を
行
は
ん
と
す
る
方
向
陪
あ
る
如
〈
で
あ
る
が
、
生
産
そ
白
も
白
は
従
来
冒
と
等
し
く
各
帽
の
機
業
家
に
分
散
さ
れ
る
如
〈
で

あ
る
。
結
っ
て
機
業
再
編
成
は
続
車
の
生
産
構
泣
町
一
一
昨
見
白
費
化
に
ナ
ず
た
い
こ
と
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。

丹
後
機
業
に
於
け
る
諸
現
象
の
悲
礎
で
あ
る
牛
産
構
迭
の
基
軸
と
し
て
の
問
屋
資
ほ
の
某
礎
的
分
析
が
本
稿
の
第
局
の
課
題
で
あ

っ
た
。
舵
屋
資
本
に
つ
い
て
の
上
漣
の
諸
規
定
は
草
花
丹
後
機
業
白
み
で
泣
く
、
庚
〈
我
闘
産
業
白
多
〈
の
部
門
に
受
賞
す
る
で
あ

ら
う
。

丹
後
機
業
白
生
産
栴
誼

第
五
十
一
巻

第
六
競

O 
七

九
五

ノト巻秀浩氏、丹後縮翻i再繍へ白歩 丹波縮緬昭和15dJ:o.9月腕7買以下所掲。14) 




